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　従来、エコノミークラス症候群の危険性から、車中泊は極力避けようという考えがスタンダードであった。しかし、新型コロナウイルス感染症の蔓延に伴う三密の回避という観点から、避難所生活を避けた車中泊という避難方法も重要な選択肢となり、いかに質の高い安全な車中泊を実施するのか、という啓蒙活動も始まった。同時に、自宅避難という選択肢も注目され、コロナ禍における避難行動に対する意識調査でも、避難所以外での避難を選択するという傾向が高まっている。生活インフラが途絶する中で、安全な自宅避難を一定期間実施するには何が必要なのか、そのような情報提供も必要とされてきた。
　同時に、新型コロナウイルス感染症は自治体の避難所設置にも大きな影響を与えている。避難所設置・管理者は新型コロナウイルスの感染拡大予防のため、三密を避けるための方策や、衛生管理の徹底、換気など様々な対応を迫られている。更には新型コロナウイルス感染を疑わせる発熱や咳嗽など有症状者と健常者のゾーニング、また自宅療養をしている新型コロナウイルス感染症陽性患者の方々の避難や健康観察など、従来想定していなかった課題をつきつけられている。
[bookmark: _GoBack]　しかし、考えてみれば今までもインフルエンザやノロウイルスなど、避難所での蔓延を予防すべき感染症は存在していた。しかし、その感染拡大についての施策については、手洗い・消毒といった個人の防御に頼っていて、避難所として、あるいはさらに広く多様な避難形態を含めた対応ということについて、あまり議論がされていなかったのでは無いだろうか。今回の新型コロナウイルス感染症は、もしかすると避難生活による感染症予防という広い意味での対応を見直すチャンスなのかもしれない。
